
3

 

 

このコーナーでは、海
かい
外
がい
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
について広

ひろ
く情

じょう
報
ほう
を交
こう
換
かん
したり、お互

たが
いの交

こう
流
りゅう
をはかるために、

各
かく
地
ち
域
いき
の新

あたら
しい試

こころ
みやコース運

うん
営
えい
などについて、関

かん
係
けい
者
しゃ
の方
かた
々
がた
に具

ぐ
体
たい
的
てき
に紹

しょう
介
かい
していただきます。

　フランス日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
会
かい
が設

せつ
立
りつ
されたのは 1997 年

ねん
である。その当

とう
時
じ
は多

おお
くの教

きょう
師
し
たちにとって孤

こ
立
りつ
、情

じょう
報
ほう
不
ぶ
足
そく

という状
じょう
態
たい
がまだ続

つづ
いていた。このような閉

へい
鎖
さ
状
じょう
態
たい
を改

かい
善
ぜん
するために、日

に
本
ほん
語
ご
を専
せん
攻
こう
としていない学

がく
生
せい
に教

おし
えて

いる教
きょう
師
し
を中

ちゅう
心
しん
に有
ゆう
志
し
が集

あつ
まり、ネットワークの確

かく
立
りつ
を目

め
指
ざ
して、会

かい
が結

けっ
成
せい
された。

　本
ほん
会
かい
は設

せつ
立
りつ
当
とう
初
しょ
より一

いっ
貫
かん
して日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に関

かん
心
しん
のある者

もの
すべてに門

もん
戸
こ
を開

ひら
いている。故

ゆえ
に、会

かい
員
いん
構
こう
成
せい
は上

うえ
は日

に

本
ほん
語
ご
学
がく
の大

だい
学
がく
教
きょう
授
じゅ
から下

した
はこれから教

きょう
師
し
になりたい卵

たまご
までと、あらゆるタイプ、あらゆる分

ぶん
野
や
で教

きょう
鞭
べん
をとってい

る教
きょう
師
し
たちを結

けっ
集
しゅう
した会

かい
である。この点

てん
、大

だい
学
がく
で教

おし
えている教

きょう
師
し
の会
かい
である英

えい
国
こく
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
学
がっ
会
かい
と異

こと
なる。また

中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
、高

こう
等
とう
教
きょう
育
いく
、成

せい
人
じん
教
きょう
育
いく
と部

ぶ
門
もん
別
べつ
の教

きょう
師
し
会
かい
があるドイツのあり方

かた
とも違

ちが
っている。

 

　以
い
来
らい
、我

わ
が会

かい
の活

かつ
動
どう
目
もく
的
てき
は、情

じょう
報
ほう
交
こう
換
かん
や相

そう
互
ご
協
きょう
力
りょく
を可

か
能
のう
にす

るためのネットワーク確
かく
立
りつ
にある。そのために各

かく
種
しゅ
活
かつ
動
どう
を行

おこな
っ

ているが、その中
なか
で特

とく
にネットワーク作

づく
りに効

こう
果
か
をあげている

ものはシンポジウム開
かい
催
さい
とニュースレター発

はっ
行
こう
である。   

　我
わ
が会

かい
のニュースレターの特

とく
徴
ちょう
は原

げん
則
そく
として会

かい
員
いん
からの投

とう
稿
こう

（ほとんどが依
い
頼
らい
投
とう
稿
こう
であるが）で構

こう
成
せい
されている。シンポジウ

ムあるいは勉
べん
強
きょう
会
かい
のレジュメや所

しょ
属
ぞく
機
き
関
かん
の紹

しょう
介
かい
の他

ほか
、「日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう

師
し
、私

わたし
の場

ば
合
あい
」という自

じ
分
ぶん
と日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
との係

かか
わり合

あ
いを語

かた
っ

てもらうコラム、各
かく
自
じ
の教

きょう
授
じゅ
法
ほう
を披

ひ
露
ろう
してもらう「アイデア広

ひろ

場
ば
」、など毎

まい
回
かい
違
ちが
った会

かい
員
いん
に書

か
いてもらうことを原

げん
則
そく
にしている。

現
げん
在
ざい
ニュースレターは 20 号

ごう
に達

たっ
し、すでに 1/3 以

い
上
じょう
の会

かい
員
いん
が執

しっ

筆
ぴつ
していることになる。

　年
ねん
1 回
かい
開
かい
催
さい
されるシンポジウムは毎

まい
回
かい
開
かい
催
さい
地
ち
を変

か
えており、

その地
ち
の会

かい
員
いん
が大

たい
会
かい
組
そ
織
しき
委
い
員
いん
となる。すでにフランスの 5都

と
市
し

（グルノーブル、トゥール、リヨン、パリ、アヌシー）で行
おこな
われ

たわけであるが、その都
つ
度
ど
、開

かい
催
さい
地
ち
近
きん
辺
ぺん
の非

ひ
会
かい
員
いん
教
きょう
師
し
たちを巻

ま
き込

こ
んでいく。ちなみに 2003 年

ねん
のテーマは「多

た

次
じ
元
げん
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
：中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
と高
こう
等
とう
教
きょう
育
いく
の接

せっ
点
てん
を求

もと
めて」で開

かい
催
さい
地
ち
はアルプスの都

と
市
し
、アヌシーであった。シン

ポジウムは日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
としての知

ち
識
しき
を深

ふか
め、教

きょう
授
じゅ
技
ぎ
能
のう
を高

たか
める場

ば
であると同

どう
時
じ
に、これを機

き
会
かい
に意

い
見
けん
・情

じょう
報
ほう
を交

こう

換
かん
し、同

おな
じ問

もん
題
だい
意
い
識
しき
を確

かく
認
にん
し合

あ
い、また年

ねん
1 回
かい
の再

さい
会
かい
を楽

たの
しみ、友

ゆう
情
じょう
を築

きず
く場

ば
ともなっている。このような活

かつ
動
どう

が徐
じょ
々
じょ
に実

み
を結

むす
び、現

げん
在
ざい
ネットワークは確

かく
実
じつ
に形
けい
成
せい
され、協

きょう
力
りょく
体
たい
制
せい
が非

ひ
常
じょう
によく機

き
能
のう
するようになった。会

かい
員
いん
間
かん

には様
さま
々
ざま
な情

じょう
報
ほう
がかなり行

ゆ
き渡

わた
るようになり、雇

こ
用
よう
情
じょう
報
ほう
などもこのような中

なか
で自

し
然
ぜん
に広
ひろ
まり、効

こう
果
か
をあげている。

 

　しかし、問
もん
題
だい
がないわけではない。前

まえ
にも述

の
べたとおり、非

ひ
常
じょう
に幅
はば
の広

ひろ
い会
かい
員
いん
構
こう
成
せい
となっているので、会

かい
に対

たい
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する期
き
待
たい
も様

さま
々
ざま
であろう。どのレベルに焦

しょう
点
てん
を当

あ
てるか、どんなテーマを取

と
り上

あ
げたらいいのか難

むずか
しいところで

ある。会
かい
員
いん
みんなが恩

おん
恵
けい
を被

こうむ
り、共

とも
に前

ぜん
進
しん
していくというのは可

か
能
のう
なのであろうか。どのような形

かたち
が考

かんが
えられる

であろうか。この事
じ
実
じつ
は特

とく
に定

てい
例
れい
勉
べん
強
きょう
会
かい
を運

うん
営
えい
する上

うえ
で非

ひ
常
じょう
に問

もん
題
だい
になるところである。この点

てん
について少

すこ
し述

の

べてみたい。

　まず勉
べん
強
きょう
会
かい
の運

うん
営
えい
に関

かん
する問

もん
題
だい
として、講

こう
師
し
の人

じん
材
ざい
不
ぶ
足
そく
がある。会

かい
員
いん
が講

こう
師
し
となってあるテーマについて日

ひ
頃
ごろ

の経
けい
験
けん
または考

こう
察
さつ
を発

はっ
表
ぴょう
し、それをもとに討

とう
論
ろん
するという形

かたち
を取

と
っているが、講

こう
師
し
として勉

べん
強
きょう
会
かい
を担

たん
当
とう
できる会

かい

員
いん
の数

かず
にも限

かぎ
りがある。また同

おな
じ人

ひと
が担

たん
当
とう
するのでは負

ふ
担
たん
が多

おお
すぎるし、新

しん
鮮
せん
さもかけてくる。謝

しゃ
礼
れい
を払

はら
って外

がい

部
ぶ
から講

こう
師
し
を招

まね
く方
ほう
法
ほう
も取

と
っているが、適

てき
当
とう
な人

じん
材
ざい
（講

こう
師
し
）を見

み
つけるのはかなり困

こん
難
なん
であり、資

し
金
きん
的
てき
問
もん
題
だい
もある。

　テーマに関
かん
しては、幅

はば
広
ひろ
い層

そう
にアピールしえるテーマはやはり日

ひ
々
び
の授

じゅ
業
ぎょう
に直

ちょく
接
せつ
活
かつ
用
よう
できるような教

きょう
授
じゅ
法
ほう
に関

かん

するもの、教
きょう
材
ざい
作
さく
成
せい
に関

かん
するものであろうが、担

たん
当
とう
できる会

かい
員
いん
あるいは講

こう
師
し
がなかなかいない。言

げん
語
ご
学
がく
的
てき
アプロー

チのテーマとなると参
さん
加
か
者
しゃ
が狭

せば
まり、一

いっ
定
てい
の会

かい
員
いん
だけになる。このような中

なか
で、最

さい
近
きん
、新

あたら
しい試

こころ
みとして読

どく
書
しょ
会
かい

を始
はじ
めた。これは予

あらかじ
め講

こう
読
どく
テキストを選

えら
び、勉

べん
強
きょう
会
かい
の前

まえ
に必

かなら
ず

それを読
よ
んで会

かい
に出

しゅっ
席
せき
するというものだ。その狙

ねら
いは会

かい
員
いん
の参

さん

加
か
をより能

のう
動
どう
的
てき
なものにすることであったが、この方

ほう
法
ほう
でも参

さん

加
か
者
しゃ
が限

げん
定
てい
されてしまっている。

　その他
ほか
、開

かい
催
さい
の曜

よう
日
び
、時

じ
間
かん
帯
たい
など様

さま
々
ざま
な問

もん
題
だい
を抱

かか
え、現

げん
在
ざい
の

ところこの勉
べん
強
きょう
会
かい
はもっぱら存

そん
在
ざい
することに意

い
義
ぎ
があるようだ。

試
し
行
こう
錯
さく
誤
ご
を重

かさ
ねながら模

も
索
さく
中
ちゅう
といえよう。パリ日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
会
かい
館
かん
に

国
こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
の派

は
遣
けん
専
せん
門
もん
家
か
がいて指

し
導
どう
してくれたらといつも思

おも

わずにはいられない。

　我
わ
が会

かい
は現

げん
在
ざい
110 名

めい
の会

かい
員
いん
がいる。その内

うち
フランス人

じん
会
かい
員
いん
は 8 名

めい
である。フランスにおける日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
は、日

に

本
ほん
人
じん
教
きょう
師
し
が大

だい
多
た
数
すう
を占

し
めてはいるので、我

わ
が会

かい
に日

に
本
ほん
人
じん
会
かい
員
いん
が

多
おお
いのは当

とう
然
ぜん
である。大

だい
学
がく
の日

に
本
ほん
語
ご
日
に
本
ほん
学
がく
専
せん
攻
こう
科
か
でも実

じっ
践
せん
日
に
本
ほん
語
ご

教
きょう
育
いく
はネイティブが担

たん
当
とう
しているし、グランゼコール（Grandes 

Ecoles 単
たん
科
か
大
だい
学
がく
）などの機

き
関
かん
での外

がい
国
こく
語
ご
教
きょう
育
いく
の中

なか
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく

ではむしろネイティブの教
きょう
師
し
の方
ほう
が歓
かん
迎
げい
される傾

けい
向
こう
にある。しか

し、中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
部
ぶ
門
もん
についていうと、正

せい
規
き
のポストにつくには国

くに
の

教
きょう
育
いく
資
し
格
かく
免
めん
状
じょう
（agrcation, CAPES）が必

ひつ
要
よう
であり、その免

めん
状
じょう
を

取
しゅ
得
とく
するにはフランス国

こく
籍
せき
を必
ひつ
要
よう
とするので、中

ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
ではフラ

ンス人
じん
教
きょう
師
し
が比

ひ
較
かく
的
てき
多
おお
い。この教

きょう
師
し
たちは我

わ
が会

かい
の活
かつ
動
どう
に参
さん
加
か
し

える潜
せん
在
ざい
性
せい
を持

も
っている。が、現

げん
在
ざい
のところ、コンタクトはあま

りない。その原
げん
因
いん
の一
ひと
つに日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に対
たい
する考

かんが
え方
かた
の相

そう
違
い
が考

かんが

えられる。彼
かれ
らは大

だい
学
がく
で受

う
けた伝

でん
統
とう
的
てき
な日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
を受

う
けついで

おり、現
げん
在
ざい
世
せ
界
かい
の主
しゅ
流
りゅう
を占

し
めているコミュニカティブな日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう

授
じゅ
法
ほう
にはむしろ消

しょう
極
きょく
的
てき
である。今

こん
後
ご
の課

か
題
だい
はこれらフランス人

じん
教
きょう

師
し
とコンタクトを密

みつ
にし相

そう
互
ご
理
り
解
かい
を図
はか
ることであろう。彼

かれ
らとも

協
きょう
力
りょく
体
たい
制
せい
を敷

し
き、ともに活

かつ
動
どう
できたらと願

ねが
う。

　我
わ
が会
かい
も 6 年

ねん
を経

へ
た現

げん
在
ざい
、存
そん
在
ざい
もかなり知

し
られ、会

かい
が果

は
たして

いる役
やく
割
わり
も認
みと
められるようになってきた。地

じ
道
みち
な努

ど
力
りょく
が実

み
を結

むす
ん

できているのだろう。今
こん
後
ご
も焦
あせ
らず、たゆまず、活

かつ
動
どう
を続

つづ
けてい

こうと思
おも
っている。

〈写
しゃ
真
しん
２〉 2002年

ねん
度
ど
第
だい
４回

かい
フランス日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
シンポジ

ウム（パリ日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
会
かい
館
かん
にて）パリ第

だい
７大

だい
学
がく
、

堺
さかい
教
きょう
授
じゅ
の基

き
調
ちょう
講
こう
演
えん
（2002年

ねん
３月

がつ
1
とお
0日
か
）

〈写
しゃ
真
しん
３〉 同

どう
、2002年

ねん
度
ど
第
だい
４回

かい
フランス日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
シン

ポジウム、研
けん
究
きゅう
発
はっ
表
ぴょう

〈写
しゃ
真
しん
１〉2003年

ねん
3月
がつ
22日

にち
に行

おこな
った第

だい
15回

かい
定
てい
例
れい
勉
べん
強
きょう
会
かい

　　　　 （パリ日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
会
かい
館
かん
にて）
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海
かいがい
外日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
レポート

設
せつ
立
りつ

・設
せつ
立
りつ
年
ねん
：1997年

ねん
５月

がつ
（フランス法

ほう
に則

のっと
る非

ひ
営
えい
利
り
団
だん
体
たい
）

・ 背
はい
景
けい
：1980年

ねん
代
だい
日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の急

きゅう
激
げき
な増

ぞう
加
か
に伴

ともな
い、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
としての

専
せん
門
もん
教
きょう
育
いく
を受

う
けていない者

もの
も日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
に携

たずさ
わることになったが、その

ような教
きょう
師
し
の孤

こ
立
りつ
した状

じょう
況
きょう
を改

かい
善
ぜん
するため、国

こく
際
さい
交
こう
流
りゅう
基
き
金
きん
主
しゅ
催
さい
の在

ざい
外
がい
邦
ほう

人
じん
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
研
けん
修
しゅう
に参

さん
加
か
した教

きょう
師
し
を中

ちゅう
心
しん
に、教

きょう
師
し
間
かん
ネットワークの確

かく
立
りつ

を目
もく
的
てき
に設

せつ
立
りつ
された。

会
かい
員
いん

・会
かい
員
いん
数
すう
 110名

めい
（2003年

ねん
３月

がつ
15日

にち
現
げん
在
ざい
）

・ 初
しょ
中
ちゅう
等
とう
教
きょう
育
いく
教
きょう
師
し
数
すう
 17 、高

こう
等
とう
教
きょう
育
いく
教
きょう
師
し
数
すう
 57 、学

がっ
校
こう
外
がい
教
きょう
育
いく
教
きょう
師
し
数
すう
 28 、大

だい

学
がく
教
きょう
授
じゅ
等
とう
研
けん
究
きゅう
者
しゃ
数
すう
 1 、大

だい
学
がく
院
いん
生
せい
 4 、その他

た
 15 。

  注
ちゅう
-1教

きょう
師
し
が１部

ぶ
門
もん
以
い
上
じょう
で教

おし
えている場

ば
合
あい
があり、総

そう
数
すう
は会

かい
員
いん
数
すう
を上

うわ
回
まわ
る

会
かい
費
ひ

個
こ
人
じん
会
かい
員
いん
：入

にゅう
会
かい
費
ひ
 15.24ユーロ（100F）、年

ねん
会
かい
費
ひ
30.49ユーロ（200F） 

法
ほう
人
じん
会
かい
員
いん
：入

にゅう
会
かい
費
ひ
 152.45ユーロ（1000F）、年

ねん
会
かい
費
ひ
304.90ユーロ（2000F）

賛
さん
助
じょ
会
かい
員
いん
：年

ねん
会
かい
費
ひ
 76.22ユーロ（500F）

定
てい
期
き
刊
かん
行
こう
物
ぶつ
他
ほか

コミュニケーション・ツール

・ ニュースレター「フランス日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
会
かい
便
だよ
り」奇

き
数
すう
月
つき
（年

ねん
６号

ごう
）発

はっ
行
こう
、

発
はっ
行
こう
部
ぶ
数
すう
150部

ぶ
、ページ数

すう
－平

へい
均
きん
10ページ（A４）、“お知

し
らせ欄

らん
”で各

かく

種
しゅ
情
じょう
報
ほう
提
てい
供
きょう
、記

き
事
じ
は会

かい
員
いん
に寄

き
稿
こう
依
い
頼
らい
。現

げん
在
ざい
20号

ごう
に至

いた
る。

・ メーリングリスト（参
さん
加
か
者
しゃ
87名

めい
）により、会

かい
内
ない
の緊

きん
急
きゅう
を要

よう
する情

じょう
報
ほう
を伝

でん

達
たつ
する。また国

こく
内
ない
国
こく
外
がい
より事

じ
務
む
局
きょく
に送

おく
られた各

かく
種
しゅ
情
じょう
報
ほう
（特

とく
に学

がっ
会
かい
、講

こう
演
えん

会
かい
、研

けん
修
しゅう
会
かい
開
かい
催
さい
等
とう
）を流

なが
す。

現
げん
職
しょく
日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
向
むけ
諸
しょ
活
かつ
動
どう

・ 「日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
シンポジウム」（年

ねん
１回

かい
４月

がつ
）開

かい
催
さい
地
ち
はフランス国

こく
内
ない
各
かく
都
と
市
し

を巡
じゅん
回
かい
。本

ほん
年
ねん
は第

だい
５回

かい
で開

かい
催
さい
地
ち
はアヌシー市

し
。プログラムは招

しょう
待
たい
講
こう
師
し
の

講
こう
演
えん
・ワークショップ、参

さん
加
か
者
しゃ
の研

けん
究
きゅう
発
はっ
表
ぴょう
、パネルディスカッション、

懇
こん
親
しん
会
かい
。

・ 「定
てい
例
れい
勉
べん
強
きょう
会
かい
」（隔

かく
月
げつ
年
ねん
５回

かい
）。会

かい
場
じょう
はパリ日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
会
かい
館
かん
。本

ほん
年
ねん
３月

がつ
で計

けい

15回
かい
開
かい
催
さい
。テーマは日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
・日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
、日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
事
じ
情
じょう
等
とう
。

・ 「フランス日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
」発

はっ
行
こう
。2002年

ねん
５月

がつ
に第

だい
１号

ごう
（第

だい
１、２、３回

かい
シ

ンポジウムの報
ほう
告
こく
・論

ろん
文
ぶん
集
しゅう
）を発

はっ
行
こう
。

・ 「ヨーロッパ日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
シンポジウム」（「ヨーロッパ日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
会
かい
」主

しゅ

催
さい
）へ会

かい
員
いん
が参

さん
加
か
した場

ば
合
あい
、参

さん
加
か
費
ひ
援
えん
助
じょ
。

教
きょう
師
し
養
よう
成
せい

ACTFL OPI ワークショップ開
かい
催
さい
。欧

おう
州
しゅう
第
だい
２回

かい
OPI養

よう
成
せい
講
こう
座
ざ
を2003年

ねん
６月

がつ

にパリ日
に
本
ほん
文
ぶん
化
か
会
かい
館
かん
で行

おこな
う。受

じゅ
講
こう
者
しゃ
は欧

おう
州
しゅう
、アメリカ在

ざい
住
じゅう
の日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
。

その他
た

・ エキスポラング（パリ言
げん
語
ご
博
はく
覧
らん
会
かい
）から要

よう
請
せい
があった場

ば
合
あい
、模

も
擬
ぎ
授
じゅ
業
ぎょう
や

講
こう
演
えん
の開

かい
催
さい
などで参

さん
加
か
。

フランス日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
会
かい
　概

がい
要
よう

※ 本紙45号の「海外日本語教育レポート」の中で、 VJCCホーチミンに派遣されている平田好専門家のお名前のルビ

を「よしみ」ではなく「このむ」と、間違えて記載しました。この場を借りてお詫びいたします。




